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おおむら いさはや

１．計画段階評価区間



凡 例
高速道路
一般国道(直轄国道)
一般国道(補助国道)
主要地方道
一般県道
４車線以上
２車線

○大村市と諫早市は、長崎県の中央に位置し、空港及び高速道路・国道などの多くの路線
が交差する県内の交通の要衝である。
○評価対象区間は、大村市と諫早市を結ぶ幹線道路である国道３４号の一部区間であり、前後を
４車線区間に挟まれた２車線区間である。

１．評価対象区間

1

31

長崎IC

長崎芒塚IC

長崎多良見IC

東彼杵IC

大村IC

諫早市役所

長崎市

大村市役所

長崎空港

Ｎ

諫早IC

大村湾

おおむら

大村市

長崎市

長与町
時津町

西海市

佐世保市

佐賀県

計画段階評価対象区間

34

34

34

34

34

205 至）佐賀市

至
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佐
賀
市

至
）
島
原
半
島

【路線位置図】

佐世保市

Ｎ

佐賀県

諫早市

大村市

佐賀市

長崎県

長崎市

34
国 道

ROUTE

【広域図】

おおむら

大村市

いさはや

諫早市

至）佐賀市

至）長崎市

長崎空港

大村市役所

大村湾

Ｎ

諫早市役所

至
）
島
原
半
島諫早IC

市道(旧34号)

２車線４車線

本野入口

４車線

与崎
至
大
村
市

農道入口 至
諫
早
市
内

４車線(2車+2車)

大村諫早間
L=4.0ｋｍ

大村拡幅
H24.1供用

本野入口交差点改良（事業中）

至
長
崎
市

（完成後）

2車線4車線 4車線 4車線(2車+2車)

対象区間

大村IC

Ｈ24.1 開通

いさはや

諫早市

34

34

諫
早
駅

（
新
幹
線
駅
施
工
中
）

【対象区間概略平面図】

本野入口交差点改良大村拡幅 対象区間
L=約４.０ｋｍ
(２車線)

大村拡幅L=3.7km

Ｈ3年事業化･都市計画決定
Ｈ24年4/4車線供用

（L=3.2km）

本野入口交差点改良
Ｈ18年事業化
4/4車線事業中

②対象区間

③諫早北バイパス

①

①大村拡幅

②

③写真

写真

写真



おおむら いさはや

２．計画段階評価手続きの進め方（案）



第１回

九州地方小委員会

【審議事項】

◆計画段階評価

手続きの進め方

◆地域と道路の課題

◆政策目標（案）

◆地域の意見聴取

方法

【平成２６年７月３０日】

意見聴取

◆意見聴取内容

○地域と道路の課題

○政策目標（案）

◆意見聴取方法

《 ヒアリング

オープンハウス

アンケート》

対象者： 沿道自治体
団体代表者
地域住民
企業 等

九州地方小委員会

【審議事項】

◆地域から聴取した

意見内容の確認

◆政策目標の設定

◆複数案の設定

◆評価項目の設定

◆複数案の比較評価

◆地域の意見聴取

方法

意見聴取

◆意見聴取内容

○対策案選定時に

重視する項目

◆意見聴取方法

《ヒアリング

オープンハウス

アンケート》
対象者： 沿道自治体

団体代表者
地域住民
企業 等

対
応
方
針
の
決
定
（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

地 方 小 委 員 会

九州地方小委員会

【審議事項】

◆地域から聴取した意

見内容の確認

◆対応方針 （案）

の検討

２．計画段階評価手続きの進め方（案）
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おおむら いさはや

３．地域の現状と課題
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諫早市

長崎県

0.0%2.0%4.0%6.0%8.0%10.0%

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳～99歳

100歳以上

○長崎県の各市町の人口が減少するなか、諫早市は横ばい、大村市は増加傾向にあり、特に
若い世代の割合が高い。

３．地域の現状と課題＜暮らし＞

長崎県

高齢者の
割合が低い

若い世代の
割合が高い

大村市 諫早市

【人口推移】

【年齢階層別人口の割合】

65歳以上
（老年人口）

15～65歳未満
（生産年齢人口）

15歳未満
（年少人口）

65歳以上
（老年人口）

15～65歳未満
（生産年齢人口）

15歳未満
（年少人口）

【人口増減率の状況（Ｓ55年→Ｈ22年）】

資料：国勢調査

資料：Ｈ22年国勢調査

若い世代の
割合が高い

高齢者の
割合が低い

諫早市(左目盛）

大村市(左目盛）

長崎県(右目盛）

諫早市諫早市

大村市大村市

長与町

佐賀県佐賀県

長崎市

雲仙市
島原市

南島原市

西海市

佐々町

佐世保市

東彼杵町

川棚町

平戸市 松浦市

小佐々町

鹿町町
江迎町

波佐見町

資料：国勢調査(総務省)
※市町村区分はH22時点

時津町
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○大村市と諫早市は日常的な結びつきが強く、両市の通勤・通学流動は約４割を占めるなど、１つ

の生活圏を形成している。

３．地域の現状と課題＜暮らし＞

【大村市諫早市間の移動目的】

4

【地域間の自動車交通流動量】

Ｎ

34

34

34

34

▲ H22道路交通センサス

島原
半島

諫早

大村

長崎
北部

長崎

単位：百台/日

▲大村市諫早市間の移動目的
（H22道路交通センサス）

通勤・通学

44%

業務・物流

23%

家事・買物

8%

余暇・レジャー

5%

送迎

4%

その他・不明

16%

通勤・通学目的が
約４割を占める



○諫早中核工業団地、大村ハイテクパーク等が立地する諫早市、大村市の製造品出荷額は、県
全体の２６％を占めており、増加率は県内でも顕著である。
〇なかでも、電子部品・デバイスは県内の９９％を占めており、諫早市に至っては出荷額が全国第
４位を誇るなど、全国有数の生産拠点である。

３．地域の現状と課題＜産 業＞
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（諫早市）全国第４位
約2,204億円
大村市約390億円

（億円）

おおむら

大村市

いさはや

諫早市

至）佐賀市

至）長崎市

長崎空港

大村湾

Ｎ

対象区間
L=約４.０ｋｍ
(２車線)

至
）
島
原
半
島

諫早IC

大村IC

34

34

諫早市
2,204億円
84％

大村市
389億円
15％

両市で県内の

２６％を占める
諫早市
3,651億円
21％

大村市
893億円
5％

長崎市
30％

佐世保市
11％

その他
34％

長崎県
1兆7,750億円

長崎県
2,610億円

両市で県内の

９９％を占める

【製造品出荷額の市町村別割合】

全産業 電子部品・デバイス等

出典：Ｈ24工業統計

34

【大村市・諫早市の工業団地群】

工業団地等

電子機器、食品等
の工場が集積

西諫早産業団地

諫早IC

諫早流通産業団地

貝津金属工業団地

山の手工業団地

諫早中核工業団地

諫早市工業団地群

全従業者数約94百人

【大村ハイテクパーク・
オフィスパーク大村】

半導体メーカーや自動車部品
メーカー等約３０社が集積

半導体メーカー、航空機部
品メーカー、物流業者など
約２００社が集積

1.24 1.22

2.02
1.88 1.88

1.00

1.41

1.79

1.51
1.77 1.81

1.18 1.14 1.11
1.30 1.32

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成24年

【電子部品等の出荷額全国ランキング】【製造品出荷額の推移】

出典：Ｈ24工業統計
出典：工業統計

（Ｈ2年に対する伸び率）

諫早市

長崎県

大村市

諫早市・大村市の
増加率は県内でも顕著
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〇日本初の国立公園である島原半島には、日本に６つしかない世界ジオパークや世界登録
遺産への推薦が決定した原城跡など、ポテンシャルの高い観光地が点在している。
〇大村市・諫早市・雲仙市は、各市の枠を超えて「県央地域広域市町村圏組合」を設立し、広
域的な観光振興等の活動を促進している。

３．地域の現状と課題＜観 光＞

島原半島

▲雲仙岳

長崎空港

小浜温泉 雲仙温泉

島原温泉

島原半島世界ジオパーク
Ｎ

■いるかウォッチング
（南島原市）

■島原城（島原市）

■小浜温泉足湯（雲仙市）

■雲仙温泉（雲仙市）

■道の駅みずなし本陣
ふかえ（南島原市）

大村市

諫早市

長崎市

雲仙市

島原市

南島原市

対象区間
247 233 233 246

273

595 601 604
544 556

0

100

200

300

400

500

600

700

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

■長崎空港の利用客数が増加する一方で、
島原半島の観光客数は減少傾向。

（
万
人
）

▲観光入込客数と長崎空港利用客数（観光庁HP、長崎県観光統計）

島原半島観光客数
長崎空港利用客数

仮)新大村駅

仮)諫早駅

日本に６つしかない
世界ジオパーク

■原城跡（南島原市）

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」として
世界文化遺産登録への推薦が決定（H26.7.10）

■日野江城跡（南島原市）

■広域的な観光振興活動などを連携し実施

資料：県央地域広域市町村圏組合

県央地域広域市町村圏組合（大村市・諫早市・雲仙市）
⇒大村市・諫早市・雲仙市では、各市の枠を超え広域
的な共同事務を行うために「県央地域広域市町村圏
組合」を設立。

⇒広域的な観光振興活動などを連携して実施

諫早市

大村市

雲仙市

【島原半島の周遊観光スポット】

各市の枠を超えて
広域市町村圏組
合を設立

6

観光客数
（万人）

1
佐世保･西海･
東彼杵･北松

719

2 島原半島 556
3 長崎･西彼 462
4 諫早･大村 288
5 平戸･松浦 222
6 対馬 45
7 五島 38
8 壱岐 23

2,353

地域区分

長崎県

資料：Ｈ24長崎県観光統計

▼県内の地区別観光客数

日本一長い足湯
（延長105ｍ）
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○大村市・諫早市は、自動車への依存が非常に高く、世帯あたりの自動車保有台数、自動車
の分担率も全国平均を大きく上回っている。
〇特に、国道３４号の交通量は長崎自動車道と比べても大きく増加しており、当該地域の２
車線が大きなボトルネック箇所になっている（長崎県内の２車線区間では最大の交通量）。

【位置図】

３．地域の現状と課題＜交通の状況＞

【世帯あたり自動車保有台数の推移】

出典 保有台数：自動車保有車両数、軽自動車車両数
世帯数 ：H23長崎県推計人口、Ｈ22国勢調査

【自動車分担率※】

250

289

323

203 210

242

100

200

300

400

H11 H17 H22
▲国道34号大村諫早間断面交通量の推移 （H22道路交通センサス）

対象区間の交通量は、１.３倍と大きく増加。

（百台/日）

【Ａ-Ａ断面交通量】
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国道34号 長崎道
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新
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４車線（事業中）４車線

県内の２車線道路で
は最大の交通量

（％）

▲自動車分担率（H22国勢調査）

全国平均を
大きく上回る

全国平均を
大きく上回る

凡 例
高速道路
一般国道(直轄国道)
一般国道(補助国道)
主要地方道
一般県道
４車線以上
２車線

諫早市

大村市

全国

長崎県

九州

（
台
/世

帯
）

7

※就業者・通学者の通勤・通学時における利用交通手段の自動車利用割合
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３．地域の現状と課題＜交通特性＞

○当該地域は、長崎自動車道および国道３４号、主要地方道大村貝津線を有する地域であり、

断面交通の約５割が国道３４号を利用している。

〇利用交通の特徴として、国道３４号は大村市～諫早市間を中心とした短トリップ交通が大半を

占め、長崎自動車道は県外交通など長トリップが大半を占めている。

〇大型車の約６割は長崎自動車道を利用しており、国道３４号は生活道路として使われている。

凡 例
高速道路
一般国道(直轄国道)
一般国道(補助国道)
主要地方道
一般県道
４車線以上
２車線

【Ａ－Ａ断面交通量の内訳】

※Ｈ22道路交通センサス
（大村貝津線はH24観測値）

【国道34号と長崎自動車道のトリップ長分布】

※Ｈ22道路交通センサスの現況ＯＤ調査結果を基に算出

長崎道は
長トリップが多い
（平均 ８６km）

【国道34号利用交通の発着地】

※Ｈ22道路交通センサスの 現況ＯＤ調査結果を基に算出

大村市～諫早市
間の交通が主体

34

8

国道３４号は
短トリップが多い
（平均 ３２km）

大村市

諫早市
56.3％大村市⇔長崎市

18.3％

その他県内
23.1％

長崎県⇔県外
2.3％

57.8%

10.3%

25.5%

6.4%

内円：大型車交通量内訳（約30百台/日の内訳）
外円：全車交通量内訳（323百台/日の内訳）

約５割が
国道３４号を利用

内円：Ａ-Ａ断面大型車交通量内訳（92百台/日の内訳）
外円：Ａ-Ａ断面全車交通量内訳（673百台/日の内訳）

至）島原半島



諫早市

至 佐賀

大村市

至 諫早市

34
国道

ROUTE

37

対象区間 L=約４km大村拡幅
（４車線）

本野入口交差点改良

（4車線,事業中）
Ｎ

34
国道

ROUTE

34
国道

ROUTE

T’=27,782(台/日) （混雑度0.65）
T’=1,922（台/時）
T’=1,702（台/時）

与崎 本野
入口

▲鈴田峠

212

国道34号・市道
（４車線）

■旅行速度

大村湾

３．地域の現状と課題 （渋滞）

○２車線のため、時速１０kmくらいで２０～
３０分もかかるので非常に困っています。
〇余裕を持って出発しても、予定時間に
遅れることがしばしばあります。
※H24.2住民ｱﾝｹｰﾄ結果

下り （諫早市方向）→

写真④

至）諫早市

写真②

写真①

写真①

岩松 陰平町 鈴田 農道入口 花高入口与崎 本野入口

←上り （佐賀方向）

鈴田峠

80

60

40

20

0 鈴田峠渋滞状況

至）大村市

資料：プローブデータ
H25.10.21（月）～10.23（水）

20～30㎞/h 30～40㎞/h 40㎞/h以上0～20㎞/h

写真④

写真②

〇交通量３.２万台/日と長崎県内の２車線区間では最も多く、特にピーク時において著しい渋
滞が発生。

〇縦断勾配４％超の道路構造上課題のある鈴田峠付近では、２０km/hを下回っている状況。
〇通勤・通学等の日常生活において低い速達性・定時性が課題となっている。

す ず た とうげ

T’=32,267(台/日) （混雑度：1.83）
T’=2,336（台/時）
T’=2,222（台/時）

上段：日交通量(台/日)
中段： 7時台交通量（台/時）
下段：17時台交通量（台/時）

資料：H22 道路交通センサス

：主要渋滞箇所

凡例

４車→２車のボトルネックで
ピーク時に速度低下

急勾配によるピーク時
の速度低下

至）大村市

写真③

写真③

7時台 15.2 16.9 18.8 11.5 15.0 13.5 20.4 24.0 47.2
8時台 36.4 40.5 38.0 24.8 26.0 27.9 18.3 17.3 46.1
9時台 28.6 37.1 45.5 47.4 48.0 47.8 41.9 34.6 36.3
10時台 34.2 41.0 46.2 45.1 47.6 41.5 43.2 28.3 48.2
11時台 27.5 43.5 47.9 45.5 47.6 46.8 43.2 30.0 36.8
12時台 27.6 38.2 47.1 44.5 43.2 45.5 45.0 32.2 39.5
13時台 27.6 41.6 41.2 46.3 43.9 43.6 42.5 21.7 39.9
14時台 26.8 39.8 49.0 48.4 #DIV/0! 47.0 46.7 28.0 36.1
15時台 36.5 43.3 35.9 43.3 28.6 21.0 20.1 22.8 45.4
16時台 34.2 36.3 37.0 23.7 26.1 20.9 22.2 19.2 39.2
17時台 15.6 21.9 19.4 17.1 13.8 11.4 19.8 18.3 47.2
18時台 19.1 33.5 19.7 14.8 15.2 13.2 18.8 19.2 45.5
7時台 42.3 46.3 18.2 23.3 19.0 27.4 33.9 40.2 32.8 17.6
8時台 36.4 44.3 14.1 32.8 18.9 43.7 45.4 45.7 40.4 25.5
9時台 36.8 42.1 16.9 34.0 29.8 36.5 43.2 44.6 37.0 19.4
10時台 31.1 45.0 18.4 39.8 39.6 47.0 45.3 43.7 38.0 23.6
11時台 42.9 45.8 13.8 42.0 47.5 43.1 45.1 46.5 42.0 28.1
12時台 38.4 43.2 22.9 49.2 45.5 48.4 47.0 46.2 37.1 32.2
13時台 32.0 41.5 12.9 43.6 47.2 47.0 47.6 44.7 42.1 36.9
14時台 33.0 45.0 22.7 40.9 43.9 45.9 45.9 43.9 37.1 29.6
15時台 45.6 45.0 13.1 40.5 45.5 47.2 43.4 39.7 21.5 20.2
16時台 36.5 45.8 10.1 39.9 46.2 48.0 45.2 44.5 31.2 20.3
17時台 36.5 44.3 15.6 40.6 35.2 47.9 43.5 43.6 40.7 22.6
18時台 40.3 43.3 9.6 38.4 44.5 45.2 43.1 42.1 37.1 23.5

交通容量不足による
ピーク時の速度低下

渋滞に巻き込まれる観光バス

○渋滞がひどいため、配送に
遅れがでる、時間が読めな
いなど業務に支障が生じて
いる。

※H25物流業者ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査結果

9

至大村市

至諫早市

写真②



至

佐
賀

大村市

37

Ｎ

34
国道

ROUTE

対象区間 L=約４km

至 長崎

○対象区間の平均死傷事故率９４.２件/億台㌔は長崎県平均４７.１件/億台㌔の約２倍と高く、
特に、線形不良区間である鈴田峠付近では県内平均の約３.８倍の事故件数となっている。
○片側１車線であり、対象区間内からの迂回もできないため、事故が起きると激しい渋滞が
発生し、大きな影響を及ぼしているなど、安全性や走行性に課題がある。

岩松 陰平町 鈴田 農道入口

鈴田峠区間最大１８１.３(単路部)

標
高
(ｍ
)

線形不良区間

大村湾

３．地域の現状と課題 （事故）

資料：H20～H23イタルダデータ（N=167）

与崎

鈴田峠

80

60

40

20

0

【縦断図】

す ず た とうげ

34
国道

ROUTE

0

50

100

150

200

死
傷
事
故
率

(件
/億
台
㌔
)

県内平均47.1(単路部)

▲死傷事故率（与崎～農道入口）

▼大村諫早間周辺道路網図

全２３区間
区間平均 ９４.２

件/億台㌔ 県内平均
の３.８倍

写真①

〇片側１車線の上、抜け
道がないため、事故が
あった時は渋滞がひど
く、仕事に遅れてしまい
困ってます。
※H24.2住民ｱﾝｹｰﾄ結果

至）大村市

事故車両

至）諫早市

県平均以上

県平均未満

▲鈴田峠

凡例 ：線形不良箇所
曲線半径R＜280ｍ
縦断勾配 i ＞4.0%

諫早市

34
国道

ROUTE

写真①事故による交通規制の状況

所要時間はプローブデータより
（H25.4-H26.2 17時台）

対象区間内から
迂回できない

34

対象区間通行時
所要時間
７分

迂回路通行時
所要時間
１５分

与崎

農道入口

Ｎ

いさはや

諫早市

おおむら

大村市大村市役所

対象区間
L=約４.０ｋｍ

(２車線)

約８分の
時間差

写真①
事故発生箇所

凡 例
高速道路
一般国道(直轄国道)
一般国道(補助国道)
主要地方道
一般県道
４車線以上
２車線

10



写真①

３．地域の現状と課題 （歩行空間）

○対象区間周辺には、小中学校や駅など地域の主要施設が集積し、通勤通学時には児童・
生徒など多くの歩行者・自転車が通行しているが、歩道未設置区間や歩道幅員狭小区間
（２m未満）が存在しており、地域にとって安全安心な歩行空間が確保されていない状況。

○歩道がなく、路肩も非常に
狭いため、歩行者や生徒の
自転車通学が大変危険で
ある。
※H26.6警察ヒアリング結果

▲写真④鈴田峠付近歩道未設置区間

歩道未設置

▲写真③鈴田峠付近歩道未設置区間

歩道未設置

▲写真①岩松駅付近 ▲写真②岩松駅付近

至 佐賀

37

Ｎ

34
国道

ROUTE

▲鈴田峠

大村湾

鈴田小学校

陰平上公民館
陰平下公民館

古松公民館

中里公民館

鈴田郵便局

大村市役所
鈴田出張所

ＪＡ長崎県央
三鈴支店

大村市

写真②

Ｃ-Ｃ断面

岩松駅

Ａ-Ａ断面

写真③
写真④

鈴田保育園

鈴田幼稚園

A

A

B
対象区間 L=約４km

B

C

C

Ｂ-Ｂ断面

岩松公民館

歩道が
ない

歩道が
ない

歩道がない

玖島中学校

歩行者
366人/12ｈ

50人/時
（7時台）

自転車
168台/12ｈ

91台/時
（7時台）

歩行者
18人/12ｈ

7人/時
（16時台）

自転車
5台/12ｈ

2台/時
（16時台）

34
国道

ROUTE

歩道が
狭い

凡例
主要施設

歩道幅員2ｍ未満もしくは
歩道がない区間

歩行者・自転車観測箇所

12時間交通量
ピーク時交通量

H26.7.16（水）観測結果

写真①

至 大村市 至 大村市

至 諫早市

至 諫早市 路肩を散歩する歩行者路肩を走行する自転車通勤・通学の歩行者、自転
車が幅員狭小区間で混雑

狭小幅員区間がボトルネック
となり通学の自転車が混雑

狭小幅員

至 諫早市

至 大村市

至 大村市至 諫早市

狭小幅員

11



25.9%
23.6%

20.8%
17.7%

23.3%
20.6%

18.4%
15.8%

30.2%
27.8%

24.6%

21.1%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

Ｈ22Ｈ17Ｈ12Ｈ7

長崎県 諫早市 島原半島

高速道路

22％

国道34号経由

78％

総数：699件

長崎大学付属病院

大村市
諫早市 雲仙市

島原市

南島原市

長崎市

Ｎ

34

対象区間

第３次医療施設
（長崎医療センター）

34

３．地域の現状と課題 （医療）

〇大村市には、諫早市や島原半島の重篤患者を受け持つ第３次救急医療施設が立地。
〇救急搬送件数の増加が著しく、高齢化率も高いため、今後の搬送件数増加が想定される。
〇諫早市からの救急搬送の７８％が対象区間を利用しているが、路肩が狭く追い越しができ
ないため、渋滞時は遅れが生じるなど、１分を争う救急救命活動に支障が生じている。

諫早IC 至）島原半島

諫早市役所

至）長崎市

至）佐賀市

大村市役所

大村IC

34

34

34

34
▲諫早市から長崎医療センター
への経路別搬送割合（H２５）

※諫早消防署ヒアリング結果より作成

救急搬送の７８％が
対象区間を利用

おおむら

大村市

いさはや

諫早市

第3次医療施設
（長崎医療センター）

37

対象区間

【長崎医療センターの管轄】 【搬送経路】

：長崎医療センターの管轄

：3次医療60分圏域

資料：プローブデータ12時間平均速度（H25.4-12）

▲高齢化率 ※国勢調査

島原半島の
高齢化が顕著

：高速

：国道

：鉄道

プローブデータ
平成25年4月～平成26年2月 平日
混雑時 ： 7時台
非混雑時：12時台

▲諫早消防署から長崎医療センターへの
混雑時と非混雑時の所要時間

混雑時

非混雑時

２６分

１６分
時間差
約１０分

※H26.6 県央地域消防本部諫早消防署、
島原地域消防本部へのヒアリング結果

写真 国道34号の状況

路肩が狭く追い越しができない

【諫早市・島原半島から長崎医療セン
ターへの救急搬送の状況】

▲諫早消防・島原消防管轄から長崎医療センターへの
救急搬送件数

国道３４号の対象区間では路肩が狭く追い越しもできない。
渋滞時には約１０分程度の遅れが発生し、救急救命活動に
大きな支障があります。

諫早消防署ヒアリング結果

諫早消防署

12



おおむら いさはや

４．政策目標の設定



地域の現状と課題 道路による要因

４．政策目標の設定 （地域の現状・課題と道路による要因）

政策目標

○２車線の交通容量を上回る交通
が集中し、渋滞が発生。

〇現道は、路肩が狭く追い越しも
できないため、救急搬送時間に
遅れが生じている。

①渋滞緩和による円滑な移動
の確保

④医療施設への速達性向上に
よる緊急医療体制の構築

〇線形不良区間が存在、事故時は
対象区間内からの迂回ができな
いなど、安全性・走行性に課題
がある。

②安全性・走行性の向上によ
る交通事故の減少

〇歩道未設置区間や歩道幅員狭小
区間が存在し、歩行者の通行安
全性に課題がある。

③歩道幅員の確保による安全
安心な生活空間の構築

④医療

○沿線には、諫早市や島原半島の重篤患者を受け持つ
第３次救急医療施設が立地。

〇諫早市からの救急搬送の７８％が大村諫早間を利用
し、救急搬送件数は増加傾向にあるが、渋滞により
救急救命活動に支障をきたしている。

①渋滞

○大村市と諫早市の結びつきは非常に強く、通勤・通
学、業務など日常的な交流が多い。

〇著しい渋滞により、日常的な移動に支障をきたして
いる。

②事故

〇鈴田峠付近での事故発生件数が多く、県内平均の約
３.８倍の死傷事故率となっている。

〇片側１車線であり、対象区間内からの迂回もできな
いため、事故が発生すると激しい渋滞が発生してい
る。

③歩行空間

○対象区間周辺には、小中学校や駅など地域の主要施
設が集積し、通勤通学時には児童・生徒など多くの歩行
者・自転車が通行しているが、歩道未設置区間や歩道
幅員狭小区間が存在しており、地域にとって安全安心
な歩行空間が確保されていない。

くらし

医療
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項 目 地域の将来像・取組み

①渋滞

②事故

③歩行空間

〇交通渋滞を解消・緩和し、便利で快適な暮らしを支える ＜長崎県の道づくり基本方針＞

〇地域の幹線道路である国県道の整備を進め、日常生活の利便性・快適性を向上 ＜長崎県総合計画＞

〇交通事故のない安全で住みよい社会の実現をめざす ＜長崎県総合計画＞

○交通渋滞を緩和するため道路の新設や拡幅を行うとともに、交通事故の多発している道路や交差点の

改良など交通環境整備を促進 ＜大村市総合計画＞

〇交通安全意識の徹底や道路交通安全施設の整備など、交通安全対策を推進 ＜諫早市総合計画＞

〇歩道や交通安全施設の整備促進など「歩行者に優しい道づくり」 ＜諫早市総合計画＞

○円滑で効率的な都市交通のネットワークを構築し、都市の競争力を高める ＜長崎県の道づくり基本方針＞

〇初期救急から3次救急までの総合的な救急医療体制を構築するとともに、消防機関との連携によ

り救急搬送体制の充実に努める ＜長崎県総合計画＞

○高次救急医療施設への搬送時間を短縮し、安全・安心な暮らしを支える ＜長崎県の道づくり基本方針＞

４．政策目標の設定 （地域の将来像との整合性）

④医療
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おおむら いさはや

５．意見聴取方法について



５．意見聴取方法について

■意見聴取範囲

計画段階
評価区間

佐賀県

大村市

諫早市

長崎市

東彼杵町

雲仙市

34

34 ※人口は20歳以上
各市住民台帳

約113,000人

約73,000人

対象者

ヒアリング
※１

【沿道自治体および団体代表者】長崎県・大村市・諫早市・島原半島の団体などへの意見聴取

沿道自治体：長崎県、大村市、諫早市 ３名

各団体等：トラック協会、バス協会、タクシー協会、商工会議所、消防署、警察、観光協会、農協、
学校、PTAなど

１５団体

【企業等】長崎県・大村市・諫早市の関係企業への意見聴取

各企業：製造業、運輸・郵便業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業、医療・福祉 主要５０社

オープンハウス
（ヒアリング）
※２

【地域住民】沿線の大村市、諫早市の市役所等にオープンハウスを設置

大村市：大村市役所等、諫早市：諫早市役所等 ２箇所

アンケート
※３

【地域住民】沿線の大村市、諫早市の地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を郵送し意見聴取

大村市 （７３,０００人） 約４,０００部（抽出）

諫早市 （１１３,０００人） 約４,０００部（抽出）

1．意見聴取の基本方針
地域の課題・政策目標（案）に対する意見を伺う。

2．意見聴取の対象
※１ ヒアリングは、地域の代表者および企業等へ対面方式での意見聴取。
※２ オープンハウスは、各自治体市役所等での説明。対面式での自由意見の聴取。

オープンハウスの周知は市報などで広報。

※３ アンケートは、地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を郵送し意見
聴取。（１世帯あたり、アンケート回答用返信ハガキを４枚同封予定）

3．意見聴取の設問
■地域の課題、道路・交通の課題について
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５．意見聴取方法について

◆アンケート調査の調査概要説明資料（案）のイメージ

調査の主旨、調査対象箇所、地域や道路の課題等について説明

16



５．意見聴取方法について

◆アンケート調査（案）のイメージ
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問4-3 「問4-1」に示した課題以外で、あなたが、問題だと思う事があれば具体的に
お書きください。（自由回答）

問4-1 以下に示す4つの課題について、5段階（そう思う・ややそう思う・あまりそう
思わない・そう思わない・わからない）で評価してください。

（5段階評価） 【 1～4の課題それぞれ該当する箇所に1つだけ〇をつけてください 】

番号 課題 そう思う
やや
そう思う

あまりそう
思わない

そう
思わない

わからない

1
交通が集中することによる混
雑

2 交通事故が多い

3
歩道がない（狭い）ため、歩
行者等が危険

4
救急医療施設への速達性に
劣る

問4-2 「問4-1」にお答え頂いた回答について、そう思われた理由を教えて
ください。（自由回答）

番号 理由

1

2

3

4

（表 面）

郵 便 は が き

料金受取人払郵便

長崎局

承 認

○○〇

差出有効期限
平成26年○月
○日まで
（切手不要）

８ ５ １ ０ １ ２ １

長崎県長崎市宿町316-1

国道34号 大村市～諫早市間

計画段階評価 事務局 行

※個人情報を同意なく第三者に開示・提供することはありません。
（法令により開示を求められた場合を除きます。）

下記にチェックおよびご記入をお願いいたします。

（裏 面）

問1 ふだん、大村市～諫早市間の国道34号をどの程度利用していますか？
（単一回答）

1．ほぼ毎日 2．週に数回程度 3．月に数回程度

4．ほとんど利用しない 5．利用したことがない

問2 大村市～諫早市間の国道34号を通行する際に、主な移動手段は何ですか？
（単一回答）

1．自動車 2．公共交通 3．バイク 4．自転車 5．徒歩

問3 大村市～諫早市間の国道34号を通行する際に、最も多い目的は何ですか？
（単一回答）

1．通勤・通学 2．仕事 3．私用 4．その他

５．意見聴取方法について

◆アンケート調査（案）のイメージ

問5 その他ご意見がありましたらお聞かせください。（自由回答）

◆あなたご自身の事について【記入または該当する番号と箇所に○をつけてください】

住所 〒 － 長崎県 市 町

性別 ①男性 ②女性 年齢 ①20代 ②30代 ③40代 ④50代 ⑤60代 ⑥70代以上
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